


























































また、本報告書に掲載した研究結果以外にも 2013年 3月 13日に研究メンバ
ー3名を中心に韓国高麗大学より 3名の研究者を招いて、「物質文化:韓国から
みた日本Jと題する「岡山大学文学部人文学フロンティア 2012シンポジウムJ
を開催し、今後の岡山大学文学部の特質を活かした新しい共同研究のテーマ構
築の足掛かりを得た。
【研究の発展可能性】
研究目的と成果の概要欄においても述べたように、本プロジェクトは、極め
て独創的なテーマ設定に基づく試みであり、表象文化研究の新たな地平を開く
可能性を秘めたものであるといえる。
この試みを継続し、また内容的に充実したものとするために、同一メンバー
によって、平成 23年度には「災害・戦争・疫病の表象観念、と文化」、平成 24
年度には「古代 ・古典・伝統の発見/創造における表象観念、と文化Jという研
究プロジェクトが組まれ、研究の進展が図られている(上記のシンポジウムも
その一環として計画されたものである)。将来的にはこれら複数のプロジェクト、
およびこれら以前に計画、実施されたプロジェクト研究「近代アジアにおける
表象観念と文化J(平成 20年度)、「東西宗教交流史における表象観念、と文化J
(平成 21年度)によって得られた研究成果をまとめ書籍化することを目指し
ている。
